[bookmark: _GoBack]おはようございます。 今日 (きょう)は TEDxTokyo のほうに お招き (　まね　)を頂き (いただ　)まして ありがとうございました。 ただいま頂きました (いただ　　　　　　　　) 将棋 (しょう  ぎ  )の棋士 (きし)の羽生 (はぶ) 善 (よし)治 (はる)です。 私 (わたし)はですね 普段 ( ふ だん)はほとんど 黙って (だま　　　)考えて (かんが　　　　)いるというが長 (なが)いんで こうやってをするのがですね あまりではないですけれども せっかくですね こういった機会 ( き かい)を頂きました (いただ　　　　　　　)ので 自分 ( じ ぶん)なりにやりたい というに思います (おも　　　　　　)。 今日 (きょう)はですね 棋士 (きし)というのがどんな風 (ふう)なプロセスで 思考 ( し こう)をしているのかということについて 話 (はなし)をしていきたいという風 (ふう)に思 (おも)います。 一番 (いちばん)のになるのが 「」というものなんですね。 「」というのは展開 (てんかい)を予想 ( よ そう)するとか シミュレーションをする 先 (さき)を読む (よ　)ということです。 で 一番最初 (いちばんさいしょ)の 何 (なん)とでしょうかね 基 (き)本 (ほん)中 (ちゅう)のというのがですね 「の読み (よ　)」と言う (い　)ものなんです。 今 (いま) 駒 (こま)３つ 出て (で　)いますけれども 駒 (こま)が動いて (うご　　　　) 相手 (あい て )がそれに対して (たい　　　)反応 (はんのう)して また それに対して (たい　　　)自分 ( じ ぶん)はこうするという そのの読 (よ)みということですね。 これはに限らず (かぎ　　　　)ですね 皆さん (みな　　　 )方 (がた)のの中 (なか)でも 結構そう (けっこう　　　　)いうことをですね たくさん しているんではないかな という風 (ふう)に思います (おも　　　　　)。 通常 ( つう じょう)のはですね １つ (ひと　　)のだけを考えるん (かんが　　　　　)ではなくて ２つ (ふた　 )以上 (　い　じょう)のを考えて (かんが　　　) 比較 ( ひ かく)をして 判断 (はんだん)をするということになります。 例えば (たと　　　) 皆さん (みな　　　)方 (がた)は TEDxTokyo にをされていますが 例えば (たと　　　) １つ目 (ひと　 め )の 「TEDxTokyo にをする」 で 二手目 (にてめ)「色んな (いろ　　　)人 (ひと)の話 (はなし)を聞いて (き　　) 刺激 ( し げき)を」 で ３番目 (さんばん め )「それをまた 自分 ( じ ぶん)自身 ( じ しん)のアイディアとか発想 (はっそう) これからのに役 (やく)に立てる (た　　)」というのが１つ目 (ひと　  め ) 例えば (たと　　　) 「TEDxTokyo にをしない」 というもありますね。 参加 (さん か )をしないで 今 (いま)までとはあんまり変わらない (か　　　　) で なんか煮詰まって (につ　　　)しまう。 で この２つ (ふた　 )を比較 ( ひ かく)して「じゃあ TEDxTokyo に参加 (さん か )した方 (ほう)が 楽しそう (たの　　　　　)だから 行こう (い　　)」という風 (ふう)なことを 無意識 ( む  い しき)であれ 別 (べつ)に そんなこといちいち紙 (かみ)に書いて (か　　) 考えて (かんが　　　　)ということではない とは思うん (おも　　　)ですけど そういう判断 (はんだん)というのは していると思 (おも)うんです。 で 三手先 (さん て さき)を読めば (よ　　)いいんだから とっても簡単 (かんたん)ではないか という話 (はなし)ではあるんですけれども これがですね 意外 ( い がい)なところに死角 ( し かく)がある という風 (ふう)に思 (おも)っています。 それがですねニ手目 (にてめ)のところなんですね。 つまり「自分 ( じ ぶん)がこうする」 「自分 ( じ ぶん)がこうしたい」というところは そこは自分 ( じ ぶん)の意志 (いし)で 決 (き)まるわけですけれども 当然 (とうぜん) その相手 (あい て )とか色んな (いろ　　　)物事 (ものごと)の 対象 ( たい しょう)というものがあるので それを予想 ( よ そう)しなくては いけないということがあります。 例 (たと)えばですけれども あるビジネスの交渉 ( こう しょう)の場面 ( ば めん)で 「値下げ (ねさげ)をして 何 (なに)かものを売りたい (う　　　)」 という場面 ( ば めん)があったとします。 で この時 (とき)の三手 (さん て )の読み (よ　)というのは まぁ 一手目 (いっ て  め ) 値引き (ねび　)をする 二手目 (にてめ) 相手 (あい て )が喜ぶ (よろこ　　) 三番目 (さんばん め ) 商談 (しょう だん )が成立 (せいりつ)をする。 で これが３つのステップ ということなんですけれども この「相手 (あい て )が喜 (よろこ)ぶ」というのはですね もしかしたら 相手 (あい て )の立場 (たち ば )に立って (た　　) 自分 ( じ ぶん)の価値観 ( か  ち かん)で判断 (はんだん)をしているという 可能性 ( か  のう せい)があるわけです。 相手 (あい て )の人 (ひと)は値引き (ねび　)をするよりも 品質 (ひんしつ)の保証 (  ほ  しょう)とか 継続性 (けいぞくせい)とか あるいは今 (いま)までの付き合い (つ　あ　)とか そういうことを重視 (じゅう し  )するのかもしれません。 ですから 相手 (あい て )の立場 (たち ば )に立って (た　　) 相手 (あい て )の価値観 ( か  ち かん)で判断 (はんだん)をしないと 正確 (せいかく)な三手 (さん て )の読み (よ　)と言 (い)うわけに いかないわけなんです。 で この二手目 (にてめ)のところで誤って (あやま　　　)しまうと その後 (　　　  あと) 何十手 ( なん じゅっ て  ) あるいは 何百手 ( なん びゃく て  )読んだ (よ　　)としても まぁ 勝手 (かっ て )読み (よ　)と言って (い　　) 読み (よ　)としては あまり意味 (いみ)がないということになります。 で 実際 (じっさい)たくさん読んで (よ　　)いくというのは 木 (き)の幹 (みき)と枝 (えだ)に分 (わ)かれていくような ものなんですけれども 当然 (とうぜん)ながら これがですね指数 ( し すう)関数的 (かんすうてき)に ものすごい数 (かず)になってしまいますので なかなか それだけでは 結論 (けつろん)が出 (だ)せないということがあります。 で その時 (とき)に使う (つか　)のが 「鳥瞰 (ちょう かん )をする」あるいは 「俯瞰 ( ふ かん)をする」という方法 (ほうほう)なんです。 空 (そら)を飛んで (と　　)いる鳥 (とり)がですね 地面 ( じ めん)を眺める (なが　　　)ように 大体 (だいたい)この辺 (へん)なんじゃないかな とか この辺 (へん)に来て (き　)いるんじゃないかな というような 大雑把 (おおざっ ぱ )な 感覚的 (かんかくてき)な捉え方 (とら　  かた)ですね。 これは例えば (たと　　　) 過去 (かこ)からさかのぼって 今 (いま)までを振り返って ( ふ    かえ   　　)どうか という風 (かぜ)に見る (み　)方法 (ほうほう)もあります。 今 (いま)まで こういう経路 (けい ろ )で 辿って (たど　　　)きてここに来 (き)てるから これからはどっちに 進 (すす)もうというのもありますし その１つ (ひと　)の状況 (じょうきょう)とか場面 ( ば めん)を見て (み　) これから先 (さき) こういう方向性 (ほうこうせい)で 行 (い)けばいいだろうとか こういう方針 (ほうしん)で行けば (い　　)いいだろうとか 戦略 ( せん りゃく)で行 (い)けばいいだろう というようなことがですね 分かる (わ　　)と 無駄 (むだ)なことをしなくて済む (す　) 考えなくて (かんが　　　　　　)済む (す　) ということがあります。 で 例えば (たと　　　)ですけれども この会場 ( かい じょう)に来る (く　)ためには 地図 (ちず)を広げて (ひろ　　　) 渋谷 (しぶ や )近辺 (きんぺん)にあるだろう ということが分 (わ)かればですね 遠回り (とおまわ　　)をしたり 寄り道 ( よ  　みち)をしたりしなくて 済む (す　)訳 (わけ)ですけれども それと同じ (おな　)ように 大雑把 (おおざっ ぱ )につかむというのが 「鳥瞰 (ちょう かん )する・俯瞰 ( ふ かん)する」 ということなんです。 この「鳥瞰 (ちょう かん )する・俯瞰 ( ふ かん)する」 という方法 (ほうほう)は 非常 (  ひ  じょう)に その感覚的 (かんかくてき)なものなんで 大変 (たいへん)に便利 (べん り )なものなんですけれども ただ それだけにですね 頼って (たよ　　　)しまっても 例えば (たと　　　) 先程 (さきほど)の話 (はなし)の例 (れい)で言う (い　)とですね 地図 (ちず)を見て (み　) 渋谷 (しぶ や )まで来 (く)ることはできたと でも ここの会場 ( かい じょう)に辿り着く (たど　つ 　)までにはですね 最終的 ( さい しゅう てき )には 歩く (ある　)なり エレベーターに乗る (の　)なりして 色々 (いろいろ)して 一歩 (いっ ぽ )一歩 (いっ ぽ )ですね 着実 (ちゃく じつ )なロジックの裏付け (うら づ　 　)があって そして 最終的 ( さい しゅう てき )に 目的地 (もくてき　ち ) この会場 ( かい じょう)に着く (つ　)ことができる ということだと思 (おも)います。 ですから もちろん その非常 (  ひ じょう)にですね その感覚的 (かんかくてき)なものっていうのは 思考 ( し こう)のジャンプというのができるので 非常 (　ひ  じょう)に便利 (べん り )なんですけれども その三手 (さん て )の読み (よ　)の最終的 ( さい しゅう てき )なですね ロジックの裏付け (うら づ 　　)というのも 同じ (おな　)くらい重要 (じゅう よう )なんではないでしょうか。 で また そういう 感覚的 (かんかくてき)なものというのはですね 結構 (けっこう) 他 (ほか)の危機 (きき)とか「じり貧 (　　　　ひん)」とかを 回避 (かい ひ )するという場面 ( ば めん)においても 非常 (  ひ じょう)に役 (やく)に立つ (た　)のでは ないかなという風 (ふう)に思い (おも　　)ます。 じり貧 (ひん)というのは ちょっと聞き慣れない (き　な　　　) 言葉 (こと ば )かもしれませんけれども 例えば (たと　　　)ですね 時間 ( じ かん)が掛かる (か　　)けれども あるいは手数 ( て すう)が掛 (か)かるけれども 望み (のぞ　)がない局面 (きょく めん ) 勝ち目 (か　め)がない局面 (きょくめん)のことを じり貧 (　　　　ひん)って言うん (い　　)ですね で 「鳥瞰 (ちょう かん )する・俯瞰 ( ふ かん)する」方法 (ほうほう)を使って (つか　　　) この場面 ( ば めん)でこの選択肢 (せんたく し )を選んで (えら　　　)しまうと じり貧 (　　　　ひん)に陥って (おちい　　　)しまう ということが分かれば (わ　　　)ですね 例え (たと　)リスクが高くて (たか　　　)も 他 (ほか)の選択肢 (せんたく し )を選ぶ (えら　) ということもできる という風 (ふう)に思 (おも)うんです。 で そういう感 (かん)覚 (かく)的 (てき)なもの また ロジックの 積 (つ)み重 (かさ)ねのものというのを 車 (くるま)の両 (りょう)輪 (りん)のようにですね 繋 (つな)ぎ合 (あ)わせて考 (かんが)えていく 場面 ( ば めん)場面 ( ば めん) 状況 (じょうきょう)状況 (じょうきょう)に 応 (おう)じてやっていくという方が 非常 (  ひ じょう)にですね ためらいなく あるいは躊躇 (ちゅう ちょ )なく 選択 (せんたく)をしていく という ためにはですね 非常 ( ひ じょう)に重要 (じゅう よう )なんではないかな という風 (ふう)に思 (おも)っています。 で 今 (いま)はですね本当 (ほんとう)に たくさんの情報 (じょう ほう )があって その中 (なか)から何 (なに)を選べば (えら　　　　)いいかわからない ということもあると思う (おも　 )んですね。 つまり たくさん情報 (じょう ほう )はあるんだけれども 選べ (えら　)るのは たった１つ (ひと  )だけ ということがあります。 その１つ (ひと　)だけしか選べない (えら　　　　)っていうことは それだけ後悔 (こうかい)しやすい っていうことでもあると思う (おも　　)んですね。 で その後悔 (こうかい)しやすいことを 避ける (さ　 )というかですね これは一般的 (いっぱんてき)な傾向 (けいこう)であると 思う (おも　　)んですけれども やっぱり 自分 ( じ ぶん)が選ばなかった (えら　　　　　　　　　)ものに対して (たい　　　　)は 非常 (  ひ  じょう)に楽観的 (らっかんてき)になって で まだ起こって (お　　　)ないこと 未来 ( み らい)のことに対して (たい　　　)は 悲観的 ( ひ かんてき)になるっていう 傾向 (けいこう)があると思 (おも)うんです。 で これはその危機 (きき)管理 (かん り )とか リスクを回避 (かい ひ )するためには もちろん ある程度 (てい ど )やってくっていうことは 大事 (だい じ )だとは思う (おも　 )んですけども そこはですね 非常 (  ひ じょう)に 感情的 ( かん じょう てき )なことではなくて 冷静 (れいせい)に 客観的 (きゃく かん  てき )に見て (み　) その過去 (かこ)の自分 ( じ ぶん)が 選ばなかった (えら　　　　　　　　)ことはですね 「本当 (ほんとう)に選ばなかった (えら　　　　　　　　)方 (ほう)が良かった (よ　　　)」 っていうことが大部分 (だい ぶ ぶん) 多い (おお　 )ですし 先 (さき)の心配 (しんぱい)なことをですね 確か (たし　 )に心配 (しんぱい)なことはあるけれども それが全部 (ぜん ぶ )起こる (お　　) という訳 (わけ)ではないので そういう中 (なか)で 先程 (さきほど) 話 (はなし)をした 論理的 (ろん り てき)な三手 (さん て )の読み (よ　)と 「鳥瞰 (ちょう かん )する・俯瞰 ( ふ かん)する」という方法 (ほうほう)を 使って (つか　　　)いくということがですね 色んな (いろ　　　)選択 (せんたく)をしていくために 役 (やく)に立 (た)つのではないでしょうか。 今日 (きょう)がですね 皆さん (みな　　　)にとって 充実 (じゅう じつ )した日 (ひ)になりますように これからの幸運 (こううん)を祈ります (いの　　　　　)。 これで終 (お)わります どうもありがとうございました。 (拍手 (はくしゅ))
